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前)
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類

(講義又は
演習)

高校生
向け

地域
社会人
向け

受け入れ
可能人数

1 9月29日 火 10:40～12:10 9月19日 疾病治療II　呼吸器① 呼吸器の解剖と生理の復習をします。練習問題付き。 坂口 講義 〇 〇 5

2 10月1日 木 10:40～12:10 9月24日
看護の方法Ⅳ
「呼吸異常時の援助①」

　呼吸を効果的に行うための治療法に吸入療法がありま
す。この単元では吸入療法の目的や適応、仕組みを学び
ます。さらに、呼吸器系の治療が必要な患者さんの日常
生活を支える援助についても学習します。

清水 講義 〇 〇 5

3 10月2日 金 9:00～10:30 9月25日
看護倫理
「看護倫理の意味」

　看護倫理の必要性について、歴史的変遷を踏まえて学
びます。この時間は生命倫理や職業倫理についても話題
を広げ、日本看護協会の倫理綱領を確認します。

今野 講義 〇 〇 5

4 10月5日 月 10:40～12:10 9月28日
看護学セミナー
（老年看護）

研究論文の読み方について学びます。 荒川
瀧山
持田

演習 〇 〇 5名

5 10月6日 火 10:40～12:10 9月29日 疾病治療II　呼吸器②
呼吸器の検査とその選択・解釈を学ぶ。練習問題付き。

坂口 講義 ○ ○ 5

6 10月8日 木 13:00～14:30 10月1日
看護の方法Ⅳ
「呼吸異常時の援助②」

　鼻やのどに溜まったタンを、機械（チューブ）を使っ
て、引き出す方法を学習します。効果的に実行するポイ
ントを意識して、なぜこの方法が良いか（根拠）をふま
えた行動が取れるように学習します。

清水 講義 〇 〇 5

7 10月8日 木 14:40～16:10 10月1日
看護の方法Ⅳ
「呼吸異常時の援助③」

　体内に溜まった体液・空気等を持続的に体外に廃液す
る方法の低圧持続吸引と吸入療法について学習します。
この単元でも、実行するポイントを根拠を確認しながら
学習します。

清水 講義 〇 〇 5

8 10月14日 水 9:00~10:30 10月7日
看護管理
｢看護業務のマネジメント」

看護業務、看護基準と看護手順、看護師の日常業務のマ
ネジメント(管理)について学びます

久保 講義 ○ 5

9 10月16日 金 13:00～14:30 10月9日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「2型糖尿病患者の看護①」

2型糖尿病患者の特徴と食事指導・運動療法の援助を学
びます。

鈴木 講義 〇 〇 5

10 10月16日 金 9:00～10:30 10月9日
看護倫理
「倫理的意思決定のプロセス」

　看護師が遭遇する倫理的問題や解決するための方法を
学習します。事実関係を把握して、どんな行動をとるの
か考えたりします。行動を決めるよりどころとなる方法
も学びます。

今野 講義 〇 〇 5

11 10月22日 木 9:00～10:30 10月15日
看護の方法Ⅲ「看護診断の実
際」

　看護を行う為の基本的な考え方を学習します。この単
元では模擬患者さんの情報を分析・解釈し、日常生活上
の問題（健康問題）を明らかにする考え方を学習しま
す。さらに、明らかにした日常生活上の問題（健康問
題）の表現方法も学習します。

今野 講義 〇 〇 5

12 10月22日 木 10:40～12:10 10月15日
災害・救急看護
「災害サイクルに応じた看護」

災害サイクルに応じた時期や場所（避難所、仮設住宅
等）での看護を学びます。

浅見 講義 〇 〇 5

13 10月23日 金 13:00～14:30 10月16日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「2型糖尿病患者の看護②」

2型糖尿病患者の薬物療法の援助と生活指導、低血糖症
状とその対処方法について学びます。

鈴木 講義 ○ ○ 5

14 10月29日 木 10:40～12:10 10月22日
看護の方法Ⅲ
「援助計画を立案する方法」

　看護を行う時の基本的な考え方を学習します。この単
元では模擬患者の情報から明らかになった日常生活上の
問題（健康問題）に対して、解決するための援助計画の
立案方法を学習します。

今野 講義 〇 〇 5

15 10月30日 金 13:00~14:30 10月23日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)「虚血性
心疾患患者の看護①」

心筋梗塞患者の特徴と急性期の患者の援助を学びます
久保 講義 ○ ○ 5

16 11月6日 金 13:00~14:30 10月30日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)「虚血性
心疾患患者の看護②」

悪化予防と回復に向けた心筋梗塞患者へのリハビリテー
ションに準じた援助と生活指導を学びます。 久保 講義 ○ ○ 5

17 11月9日 月 13:00～16:10 11月4日 地域・在宅看護技術
訪問看護の計画を立てて、ご自宅を想定した環境で看護
技術を提供します。

海野 演習 〇 〇 5

18 11月11日 水 10:40～12:10 11月4日
災害・救急看護
「救急医療における対象の理解
と看護師の役割」

救急患者・家族の特徴をふまえ、日本の救急医療体制と
看護師の役割を学びます。 布施 講義 〇 〇 5

19 11月12日 木 9:00～10:30 11月9日
看護学セミナー
（地域・在宅看護）

自己の研究概要をプレゼンテーションします。 海野 演習 〇 〇 2

20 11月12日 木

13:00～14:30
14:40～16:10
2回とも同内
容

11月5日

老年看護技術
「嚥下機能・神経系・視覚・聴
覚のフィジカルアセスメント技
術」

事例高齢者の生活機能を知るために嚥下機能・神経系・
視覚・聴覚のフィジカルアセスメントを行う技術につい
て学びます

持田 演習 〇 〇 各回3名

21 11月13日 金 13:00～14:30 11月6日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)「脳血管
障害患者の看護」

脳梗塞患者の特徴と援助、運動リハビリテーションと生
活指導について学びます。

鈴木 講義 〇 〇 5

22 11月16日 月 13:00～16:10 11月11日 地域・在宅看護技術 11月9日と同様 海野 演習 〇 〇 5

23 11月17日 火
9:00～10:30
10:40～12:10
2回とも同内容

11月10日
成人看護技
「周手術期の看護技術」

術後患者の寝衣交換のポイントと根拠についてベッドサ
イドで実際に動きディスカッションしながら学びます。 鈴木 演習 ○ 5

2026年度　授業公開予定(後期)
<お申込み方法>
 「授業公開」のページにある「※開放する授業一覧」をご確認のうえ、専用の「お申し込みフォーム」からお申し込みください。
 「授業内容」に関連する授業の案内を記しているものも御座います。合わせてお申し込みくださることをお勧めします。
＜参加者の皆さまへお願い＞
　□風邪などの症状のある方、体調のすぐれない方は、当日のご参加をお控えください。
　□当日は、授業開始時間の10分前に短期大学1階事務室窓口へお声かけください。



24 12月1日 火
9:00～10:30
10:40～12:10
2回とも同内容

11月24日
成人看護技
「周手術期の看護技術」

術後患者の寝衣交換のポイントと根拠についてベッドサ
イドで実際に動きディスカッションしながら学びます。 鈴木 演習 ○ 5

25 12月3日 木 10:40～12:10 11月27日
災害・救急看護
「救急処置と看護師の役割」

成人に対するBLS（一次救命処置）の方法とその根拠を
学びます。

持田 講義 〇 〇 5

26 12月3日 木 14:40～16:10 11月26日
看護の方法Ⅳ
「栄養療法時の援助①」

　治療法の一つである食事療法の目的や種類、特徴につ
いて学習します。さらに食事療法が必要な患者さんの身
体的・心理的・社会的特徴なども確認します。これらの
知識は食事療法のサポート時に活用します。

梅沢
今野

講義 〇 〇 5

27 12月8日 火
9:00～10:30
10:40～12:10
2回とも同内容

12月1日
成人看護技
「周手術期の看護技術」

術後患者の寝衣交換のポイントと根拠についてベッドサ
イドで実際に動きディスカッションしながら学びます。 鈴木 演習 ○ 5

28 12月9日 水 13:00～16:10 12月2日

29 12月10日 木 13:00～16:10 12月3日

30 12月10日 木 9:00～10:30 12月3日
看護の方法Ⅳ
「栄養療法時の援助②」

　患者の栄養状態を改善する方法として、経管栄養法を
学びます。経鼻経管栄養法で用いる物品の特徴、体内に
挿入するチューブの長さの目安、チューブが胃に位置し
ているか確認、固定の方法など、実際に援助するための
技術と根拠を具体的に学びます。

梅沢
今野

講義 〇 〇 5

31 12月10日 木 10:40～12:10 12月3日
看護の方法Ⅳ
「栄養療法時の援助③」

　患者さんの栄養状態を改善する方法として、胃婁（い
ろう）・腸婁（ちょうろう）、静脈栄養法を学びます。
消化器系の解剖学・生理学の知識を活用して、それぞれ
の特徴を学び、安全に確実に必要な栄養をとるための知
識と技術を身につけます。

梅沢
今野

講義 〇 〇 5

32 12月11日 金 13:00～14:30 12月4日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「慢性腎不全・慢性腎臓病患者
の看護①」

慢性腎の不全・慢性腎臓病患者特徴と生活指導について
学びます。 鈴木 講義 ○ ○ 5

33 12月17日 木 9:00～10:30 12月10日 3名

34 12月17日 木 10:40～12:10 12月10日 3名

35 12月17日 木
9:00～10:30
10:40～12:10

12月10日
看護の方法Ⅳ
「栄養療法時の援助④」

　実習室で模擬患者さんを設定し、実物を用いて経鼻経
管栄養法の実施を学習します。ここでの学習は、手順を
追うだけではなく、安全を確保するために求められる知
識と技術を確認しながら行います。12月10日の講義と
関連しています。

梅沢
今野

講義（学
内実習）

〇 〇 5

36 12月18日 金 13:00～14:30 12月11日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「慢性腎不全・慢性腎臓病患者
の看護②」

血液透析患者と腹膜透析患者の生活指導について学びま
す。 鈴木 講義 〇 〇 5

37 1月5日 火
9:00～10:30
10:40～12:10
2回とも同内容

12月25日
成人看護技
「周手術期の看護技術」

術後患者の寝衣交換のポイントと根拠についてベッドサ
イドで実際に動きディスカッションしながら学びます。 鈴木 演習 ○ 5

38 1月6日 水 10:40～12:10 12月25日
母性看護概論「リプロダクティ
ブヘルス/ライツ➀」

性感染症、性の多様性やセクシュアリティ、望ましい性
教育のあり方などを学びます。

大角地 講義 〇 5名

39 1月8日 金 13:00～14:30 12月25日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「慢性肝炎患者の看護」

慢性肝炎患者の特徴と援助、インターフェロン療法時の
生活指導について学びます。

鈴木 講義 ○ ○ 5

40 1月13日 水 10:40～12:10 1月6日
母性看護概論「リプロダクティ
ブヘルス/ライツ➁」

思春期から老年期までのライフサイクル各期の特徴、健
康問題と看護について動画を視聴しながら学びます

大角地 講義 〇 5名

41 1月15日 金 13:00～14:30 1月8日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「肝硬変患者の看護」

肝硬変患者の特徴と援助、食道静脈瘤の援助、肝性脳症
の予防と生活指導について学びます。

鈴木 講義 〇 〇 5

42 1月19日 火
9:00～10:30
10:40～12:10
3回とも同内容

1月12日
成人看護技
「周手術期の看護技術」

術後患者の寝衣交換のポイントと根拠についてベッドサ
イドで実際に動きディスカッションしながら学びます。 鈴木 演習 ○ 5

43 1月22日 金 9:00～12:10 1月15日
母性看護技術「新生児の観察・
看護」

新生児の特徴や生理的変化を理解し、バイタルサインの
測定や全身状態の観察、清潔ケアなどを通して、新生児
の健康状態を的確に捉える力を養います。

杉本有 演習 〇 〇 5名

44 1月22日 金 13:00～14:30 1月15日
成人看護Ⅰ(慢性期看護)
「アレルギー性疾患患者と膠原
病患者の看護」

アレルギー性疾患患者・膠原病患者・全身性エリテマ
トーデス患者・リウマチ患者の特徴と生活指導について
学びます。

鈴木 講義 ○ ○ 5

45 2月1日 月 10:40～12:10 1月25日
看護学セミナー
（老年看護）

研究計画書の発表や質疑・応答を行います。
他者に伝わりやすいプレゼンテーションについて考える
機会となります。

持田
瀧山
荒川

演習 〇 〇 5名

〇

老年看護技術
「提案のプレゼンテーションと
相互評価・凝縮ポートフォリオ
の作成」

・事例高齢者の望む生活を実現するためのチームの提案
についてプレゼンテーションします。
・チームの提案を相互評価します
・凝縮ポートフォリオの作成方法について説明します。

荒川 演習 〇 まる 各回3名

母性看護技術「褥婦の看護①」

出産後の母親（褥婦）が心身ともに安全・安楽に回復
し、育児へ円滑に移行できるよう支援する看護を学びま
す。産後の身体的変化の理解をもとに、観察やケアの基

本技術を学内演習を通して実践的に学びます。

石川 演習 〇
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